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6 月 5 日(金)～7 日(日)、静岡県の富士スピードウェイにてスーパー耐久シリーズ 2026 第 3 戦が行われた。 

国内唯一の 24 時間レースとして年々その規模は大きくなり、エントリーは過去最多の 11 クラス 62 台、来場

者数も過去最大の 3 日間延べ 64,900 人となった。Honda R&D Challenge が参戦する ST-2 クラスには 4 台

の FL5 型 CIVIC TYPE-R を含む 8 台がエントリー。本大会ではモータージャーナリスト＆レーシングドライバーの桂伸

一選手をゲストドライバーとして迎え、計 4 名のドライバー体制でレースに臨んだ。 
 

QUALIFY / 予選 

 予選開始直前までトラブル対応としてエンジン載せ替え作業を実施しており、走行に間に合うかどうか厳しい

状況であった。しかし、メカニックの迅速な作業により、予選開始 30 分前には走行可能な状態まで復旧した。 

A ドライバー予選では、走行開始直後に軽微なトラブルが発生するも、メカニックの的確な対応によりマシンを再

びコースへ送り出し、1 周のアタックに間に合わせる。そのチームワークに応える形で、石垣がクラス 4 番手のタイム

を記録した。続く B ドライバー予選では、尾藤がクラス 3 番手タイムをマーク。A／B ドライバーの合算結果では、ク

ラス 4 番手というポジションを獲得した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラス 5 位で 24 時間レースを完走 

<予選リザルト> 

Pos. No. Car A Dr. Time B Dr. Time Total Time 

1 72 OHLINS CIVIC NATS 1'51.867 1'50.393 3'42.260 

2 6 新菱オート DXL ネオグローブ EVOⅩ 1'51.828 1'50.639 3'42.467 

3 7 新菱オート DXL☆MART☆VARIS エボ 1'51.755 1'51.500 3'43.255 

4 743 Honda R&D Challenge FL5 1'52.709 1'51.443 3'44.152 

5 95 SPOON リジカラ CIVIC 1'53.195 1'52.147 3'45.342 

6 13 ENDLESS GR YARIS 1'53.642 1'52.899 3'46.541 

7 36 HCM 内野製作所 FL5 1'54.200 1'54.848 3'49.048 

8 225 KTMS GR YARIS 1'54.814 1'54.457 3'49.271 

 

 

 

 



RACE / 決勝 

過ごしやすい気候に恵まれた 6 日(土)15 時、決勝レースがスタート。スタートドライバーは石垣が担当し、2 周目

には#6、#7 の 2 台をオーバーテイクして順位を 2 つ上げると、その後はトップと遜色ないペースで 2 番手をキープし、

安定した周回を重ねていく。ピットストップを挟んで 2 スティント目に入るも想定以上のタイヤ摩耗により、計画よ

り約 30 分早くピットイン。このピットストップ中のタイヤ交換作業でハブボルトを損傷してしまい、修復対応のため

ガレージインとなってしまう。メカニックの迅速な作業によりわずか約 14 分で修復を完了し、コースへ復帰。 

レースはナイトセッションへと移行し、桂、小林、尾藤とドライバー交代を行いながら順調に周回を重ねる。しか

し日付が変わる直前、タービンブローが発生し緊急ピットイン。タービン交換に加え、エンジン本体へのダメージも懸

念しエンジン内部の入念なチェック作業も実施した。約 3 時間に及ぶ作業を終え、石垣がクラス 6 番手で再びコ

ースへ復帰した。 

その後はマシンをいたわりながら、桂、小林とスティントをつなぎ、5 番手に迫るペースで周回を重ねつつレースは

朝を迎える。しかしその矢先、ピットレーン速度違反により 90 秒のペナルティストップを受け、5 番手との差は再び

拡大してしまう。 

残り 6 時間を迎え、尾藤、桂、石垣と安定してスティントをつなぎ、着実に周回を重ねていく。気がつけば 5 番

手へと浮上。残り 90 分を切り、最終スティントは尾藤に託された。 

終盤は雨脚が強まるなか、駆動系の不調も無線で報告される厳しい展開となったが、ペースをコントロールしなが

ら確実に走行を継続。他車にもトラブルが相次ぐなか、最後まで安定したラップを刻み、604 周を走破してクラス

5 位でチェッカーを受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<決勝リザルト> 

Pos. No. Car Laps Total Time Gap 

1 13 ENDLESS GR YARIS 717 24:01'57.254  

2 72 OHLINS CIVIC NATS 716 24:00'56.161 1Lap 

3 225 KTMS GR YARIS 711 24:00'21.690 6Lap 

4 95 SPOON リジカラ CIVIC 708 24:01'07.456 9Lap 

5 743 Honda R&D Challenge FL5 604 24:01'32.310 113Laps 

6 36 HCM 内野製作所 FL5 583 24:01'31.734 134Laps 

＊＊＊以上完走（規定周回数 ST-2：501Laps）＊＊＊ 

- 6 新菱オート DXL☆ネオグローブ EVOⅩ 95 3:11'11.754 622Laps 

 7 新菱オート DXL☆MART☆VARIS エボ 29 56'42.712 688Laps 

 



ドライバーコメント 

A ドライバー 石垣博基 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B ドライバー 尾藤成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前日練習のエンジン系トラブルが中々解消せず、予選直前までメカニックが

復旧にあたる事となりました。週末で初のアタック走行となった予選は B ドラ 3

位でしたが、まずは問題なく走行ができてホッとしました。 

決勝ではダブルスティントを 2 回と最終スティントを担当しました。夜中のステ

ィントを走行中に突然出火と白煙が発生し、瞬時の判断でピットイン。被害は

最小限だったため部品交換で再スタートとなりました。 

最終スティントでは、残り約 30 分時点で駆動系からトラブルの前兆となる症

状が出始めましたが、意地でもチェッカーを受ける思いで走行ペースを一気に落

としてクラス 5 位で完走しました。何度もマシン復旧にあたってくれたメカニック、

応援いただいた方々に感謝します。共に戦わせていただいた桂選手からも様々

なご意見をいただきました。今後さらに精進していきますので、引き続き、応援の

ほどよろしくお願いいたします。 

練習走行で周回を重ねられず迎えた予選、載せ替えたエンジンの確認もし

ながらの走行となりました。マイナートラブルの修復対応をしたこともあり、アタック

の機会は 1 周のみ。絶対に四脱・タイム抹消は回避しなければいけない状況で

したが、何とかまとめ切ることができました。 

決勝ではスタートを担当。2 台オーバーテイクして 2 位まで上がりましたが、想

定より高い路気温もあってタイヤを使いすぎてしまい、連続で行った 2 スティント

目は予定より早めのピットインとなってしまったのが反省点でした。2 回のダブルス

ティントを含む計 5 スティントを担当しましたが、上位争いが難しくなってからはな

るべく車に負担をかけないように走りました。 

今大会は走り出しからトラブル対策に追われましたが、そんな状況でも最後

まで走り切ってポイントを持ち帰ることができました。大きな負担が掛かった中で

もメンテナンスをやり切ってくれた各チームメンバー、そして応援いただいた皆様に

深く感謝申し上げます。 



C ドライバー 小林天翔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D ドライバー 桂伸一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 木曜の公式練習はトラブルで走行がほとんどできませんでしたが、予選の時

間を使って決勝ペースの確認を実施した際にはマシンの戦闘力を感じ、決勝で

は十分に戦える手ごたえを感じていました。 

個人としては昨年の富士 24 時間決勝でのクラッシュ以来の富士ということ

もあり、ナイトセッションに入る際にはナーバスになる場面もありましたが、チームメ

ンバーの支えもあり、ダブルスティントをしっかりと走り切ることができました。 

一方で、これまで顕在化しなかった長時間のドライビングにおける課題点も見

え、今後に向けフィジカル面をより一層強化していく必要性を痛感しています。 

 このレースウィークはチームにとって非常に厳しいものとなりましたが、最後まで

諦めることなく何度もマシンを修復し、コースに送り出してくれたメカニックをはじ

め、すべてのチームメンバー、そしてご支援いただいた皆さまに感謝しております。 

次戦に向けてチーム一丸となって準備をしてまいりますので、引き続き皆さま

のご支援、ご声援をお願いいたします。 

4 年ぶりに ST2 クラスのチャンピオンチームである HRDC に参加させて頂き、大

変嬉しく、ありがとうございました。チーム体制としては決して大人数ではない少

数で予選前日のエンジン交換、レース中のタービン交換他、すっかりレーシングチ

ームの動きになっている事を、初期を知る者として、大変嬉しく思います。 

都合 3 スティントをドライブさせて頂き、ほぼチームの指示通りの走りと燃費で

走行できたことにホッとしております。 

90 秒のピットストップというペナルティを与えた者として、深く反省し申し訳なく

思います。ピットレーンスイッチを ON した”つもり”でした。50km/h の速度規制を

49km/h で入り、アクセルを踏み込むと速度リミッターが作動する。そのハズがス

イッチを押せてなく、70km/h と 20km/h もオーバーしたという情けない状況でし

た。 

タービン交換後のレースタイム、ピット作業全て順調にこなした山口チーフをはじ

めとするメカニックの面々の完璧な作業のおかげでした。エンジンに関わるトラブ

ルにも関わらず、無事完走できた事、同じシビック タイプ R の一台もリタイアす

る事なく 24 時間レースを終えられた事に、この車のデビュー戦から取材している

者として、速く強く逞しく育った事に感無量です。HRDC チームに参加させて頂

けて大変光栄でした。またチャンスがあればよろしくお願い致します。 

 



チーム代表コメント 石垣博基 

今大会はドライバー・メカニック・エンジニアといった各担当メンバーが例年よりも少ない状況での参戦となりまし

たが、走り出しからトラブルの対応に追われてしまい長い決勝のスタート前から心身共に大きな負担が掛かってし

まいました。そんな状況でもライバルと遜色ないタイムで走行を重ねることができ、決勝中のトラブルにも落ち着い

て対処していく様子からチームの地力がしっかりついていることが感じられました。 

BBS 様のご協力で導入したアップデートも性能向上が確認でき、今後セットアップを煮詰めていくことでその真

価をさらに発揮してくれそうだと分かったことは大きな収穫でした。 

2023 年の同大会以来、久しぶりにモータージャーナリスト＆レーシングドライバーの桂伸一選手にチームに加わっ

ていただき、チームが進化した部分や今後取り組むべきポイントについて様々なご意見をいただくこともできました。

Honda 従業員レース活動の目的である「ヒトづくり」に活かしていきたいと思います。長丁場のレースを最後まで熱

い応援をいただいた皆様に、心より感謝申し上げます。 

 

ポイントランキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

チーム代表 石垣 博基 Hiroki_Ishigaki@jp.honda 

Rank No Car R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 Total

1 13 ENDLESS GR YARIS 10.00 22.50 45.00 77.50

2 95 SPOON リジカラ CIVIC 20.00 32.00 23.00 75.00

3 72 OHLINS CIVIC NATS 6.00 18.00 37.00 61.00

4 225 KTMS GR YARIS 15.00 6.00 27.00 48.00

5 743 Honda R&D Challenge FL5 12.00 --- 18.00 30.00

6 36 HCM 内野製作所FL5 8.00 9.00 13.00 30.00

7 6 新菱オートDXLネオグローブEVOX 2.00 15.00 --- 17.00

8 7 新菱オートDXL☆MART☆VARISエボ --- 12.00 --- 12.00

9 67 YAMATO CIVIC 4.00 --- --- 4.00


